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静同 地 学 第 68号 (1993)

す h田凶耐縄晶 の自然(その 2)

長島 昭*

平成 4年 12月25日より翌 5年 1月4日まで、第 18回生物地学特別自然研修(日本私学研究所企画

指導、アサヒトラベル千ンターナショナル主催)に参加し、パタゴニアを訪れたので、この旅行で見

関したこと(その 2)を報告する O

12月28日 ペ1)ト@モレノ氷河見学

ホテノレを出て町を抜け、町の西の台地に行き、植物や地形を観察する O 眼下にアルゼンチン湖が見

え、右下方にカラファテの町が、高く伸びたポプラの木の間に見えた。

ると、砂擦層の層理が見え、偽層のようなものもあったので、氷河堆積物かも

知れない。台地上を進んでいくと、右側により高い台地が現れてアルゼ、ンチン湖は見えなくなる O ペ

リト@モレノ氷湾に近付くにつれて、前方の山の頂に白いものが見え始めてきた。また、右側の台地

の長く続く露頭には、柱状節理が現れていた。これもパタゴニア溶岩台地のーっかも知れない。

道の分岐点で右に行くと、左側にアルゼンチン湖につながるリコ湖が見え、湖岸に褐色の穏をもっ

ヒメイタドリの群落が見られ、その近くに流木が転がっていた。

マゼ、ラン半島に入って行くと、ゲイトがあり、右側の山麓に国立公器管理事務所があり、入閣の手

続きをする O この付近にはナンキョクブナの林が見られ、多くのナンキョクプナにはヤドリギが付い

ていた。草地を見ると、タンポポの仲間が多くみられ、つる性のキンポーゲのような植物も見られた。

また、近くの露頭には片岩があつ J八九ミ、」桐}静

公圏内に進むと草土地也に ユ花を咲かせたノートロが目立った。

し、 るO ペトリ@モレノ氷河が見え、その前面の水面が足下に伸び

リコ湖になっている O この湖面には氷河から落ちた氷塊が浮いていた。周辺の植物を観察すると、ノー

トロの木の下の日当たりの良い草地には、ウグニの白い花が咲き、カノレセオラリア(きんちゃくそう)

スミレ、自い花のキク科の植物などがあった。

く道の下側の林はほとんど枯れている O これは氷河が冬に対岸のマゼラン

につながり永のタムをつくり、春になっても氷のダム けないことカ人 4 ぐらいの割

きて、リコj胡の水f立が上がり木が枯れたのである O

ペリトモレコ氷河の先端にある展望台に行く。駐車場から桟道が氷河に面した斜面に続いていたO

まず、氷河のほぽ正面の段に降りてみる O 氷河の前面は尖った氷柱が林立しており、そ

かっていた。 に氷の低い堤状になっていたが、その下には洞穴があき、

てい 1'-0 つ えない。
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をリコ湖の方に行くと、斜面の所々に

ウグニの白い花と赤い突が見られ、ハマエン

ドウによく似たマメ科の植物が地表を被い、

ノートロの木も点、々と生えていたO 葉が小判

型のナンキョクブナも見られた。次第

は高度が下がり、氷河の右端近くで終わった。

氷河の先端を見ていると、時々、「ドカーンJ

とか、「ミシ、ミシJとか、「ガラガラJとい

う響きが関こえてくる O これは氷河が動くこ

とによって、氷が割れ、上流から押されるた

め、下流に押し出されるときに発生する

ある O そして時々氷柱はアルゼ、ンチン湖に落

ちる O 氷柱の落ちるのを待って、写真に撮る

のは根気がいる O この氷河は 1日に 2m流れ

るという O

昼食後、観光ヘリコプターに乗って上空か

ら氷河を観察した。ヘリコプターは氷河の前

端部から上流に向かった。氷河前端部はと

がった氷柱が林立し、その氷柱の

E3氷床

見え、割れ目が多いことも分かつた。少
図1 パタゴニアの氷河

流へ行くと、下流側にふくらんだ形の塊が熔の畝のようにみえるオーギ、ブがあり、氷柱上の所々

色の水溜りがあり、氷河の真中に先端部から上流にそレインの筋がはっきりと見えた。氷河の上流は

まだ雲に限れていた。

氷河が斜面を下って、氷濠(氷の滝)にさしかかると、氷が伸張されて、氷の厚さがぐっと減少し、

クレパスが縦横に走り、氷河は無数のセラック(氷の巨塊)に分かれる O 冬にはセラックの関に

たまり、氷は解けることはないが、夏はセラックが暖気と日光にさらされたため、氷濠を通過する間

に氷の量がぐっと減ってしまう O このようにして、氷濃の下には、冬に通過した分と夏に通過した分

に流れてくる O 氷爆の真下は強い圧縮が起こるので、冬と夏の氷の厚さの廷がさらに強調され、

波動状のオーギブになる O

左旋回すると、氷河右岸のそレノ山の斜面が見えた。上半分は植生がなく、層理がよく現れ、山頂

部にはカール(鶴谷)ができていた。帰路に入ると、前にアルゼンチン浩司の湖面が青緑色に見えてい

た。この水の色は氷河が谷の側面を削ってできた岩の粉(氷河岩粉)が水に懸濁していたので、

光緯の中の主として青色と緑色が反射してくるからである O

氷河左岸の山地の稜線にもカールが点々とし、雪が残っていた。 8

た。夕刻、向じ道をカラファテのホテルに戻った。
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12月29自 力ラファテ~リオ@ガジェゴス~ブエルト@マド 1)ン

午前 2時 30分頃起きて、星空の観察をする O 外はやや寒かったが、よく晴れ満天の星だ。天の川は

南南東から北北東に伸びそれをつくっている星の数試数え切れない。大気がよく、澄んでいる証拠だ。

南十字星は東の空に輝き、その周辺には多くの星が輝いていた。西の空の天の川の南にはカシオペア

が、北側には火星、シリウスなどが見えた。

午前 8時 15分、ホテルを出発。同じ道をリオ@

ガジェゴス空港に向かう O 道は砂利道だが、パス

は快適に走る O 途中、牧場に寄って牧羊犬の羊寄

せとヒツジの毛刈りを見学し、

牧場を午後 1時 30分出発、 3時四分、リオ@

ガジェゴス空港に到着。午後 5

ジェゴス空港発の AR-653

かう o 6時 10分、トレリュー空港に

ら国道 3号線を北上して、

口45，000人)に向かい、ホテルに

12月30日ノ

l 台地と谷の牧場(ノ

ホテルを出たパスは北方に走り、港湾地区を通って、パノレデス半島に向かうと、アルミニウムの精

てきた。オーストラリアから原料を輸入して、この前から酋へ 300kmいった所に

る ューノト水系)から送られてくる電力を使用して課業しているという O やがて

の海に商した所 り、この近くの海で取れたエピ類、ホタテガイ、など

スペインなどヨーロッパ諸国に輪出しているという O

パノレデ、ス半島に入って、緩やかな斜面を上がると草原となった。パタゴニア南部と巡っ

えており、スティーパと呼ばれるイネ科と思われる革が道路の両慌に生えていた。こ

コ、キツネ、ワイノレドキャット、スカンク、アルマジ口、ネズミ、ウサギなど

して

られるという O この半島はチューブト州の州立動物保護区で 36.700haあり、半島の根元がく

びれ、くびれの南関にはヌエボ (Nuebo)湾、北側にはサンホセ (SanJose) 

はほとんど断崖で海に援している O

はじめにサンホセ にのぞ てード O 1 km 

で、レストハウスの り、 きるようにし

る はカモメ ウ サ ブラミン 、ミヤコドリ ど。ま 、、 ブ

生息地でもある G

可ヂ

り、レストハウスの る と の上の段と丸四

し
でヂ

ト ししユ O 丸山

の花を にイネ え

30 り、 ンタノノレ づ、 と同じように、
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し がら走る O やがてキツネ 2匹が前方

を横切る O

捕え

にアルマジロ ガイドが

くれた。アルマジロは背側は硬い甲

でおおわれているが、腹側の一部には毛が生え

いることが分かった。ガ千ドがアルマジロを地面

に置いて手を離すと、思ったより素早く、

走込んで行った。

しばらく走ると、左側の草原の中にグアナコが

1頭こちらを見ていた。グアナコは好奇心が強い

ので、人がある距離に近付くまで逃げない。パス

が近付くとくるりと向きを変えて遠ざかって行ったO

右側の草原にダーウィン@レアが l羽でいた。

しばらく走ると、草地にフクロウが 2羽い 1'-0 

の台地に上がって 11 にプンタノルテの海岸

に到着した。

ンタノルテはゾウアザラシ(シーエレファン

ト)とアザラシ(シーウノレブ)などの大睦にある

にずらりと

はっきりと分からなかった。ゾウアザラシ

き出ているため、そのような名前がつけ

られた。体重は性と年齢によって違うが、 1~3

トンに達する。体長は成獣では約6mになるという O

段丘にはイブキに似た葉をもっ濯木が生え、

の間にキク科のキンケイソウに似た
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大西洋

図2 パルヂス半島付近の地図

2 タノル?の連痕

一'"" を咲いていた。段丘の一部に小露頭があり、粘土質で、滋痕の断面が見えた。

プンタノルテを出て、南に走ると、左下にカレタパノレデ、スの砂州とその内側の潟湖が見えてきた。

ここもプンタノルテと同じように動物保護区になっている O カレタパノレデスの長い砂リ、1'[を過ぎると道

ユ段丘によって進むとプンタデノレガタの灯台が見えてきた。

灯台で昼食、この灯台は以前、海草が管理していたが、技術の進歩で、今は観光施設になっている O

を取って断躍を降りて海岸に行く。断崖から海岸へj寄りる階段の上から 100m以下の波

打ち擦を見渡すと、ゾウアザ、ラシたちが多数寝そべっていた。海岸に降りて北の方へ進んでいくと、

に大きなカキ殻 (GiganticyPatagenian)を含む化石床が現れ、見掛けはほぼ水平で、砂に見え隠

れして北の方に続いていたO その中にはペクテンのような二枚員、ムカシブンブクに似たウニなどが

られた。(保護区域で採集は禁止)この地層は第三系の内湾性の堆積物と考えられる O この地層は帰
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路の断崖を上る道の中ほどにも出ていたので、化

石床が 2枚あるのか、海側に地層が額斜している

のかは確かめられなかった。

海岸のゾウアザラシは子供ばかりで親はいな

い。並んで自をつぶ、っているが、 5mくらい近付

くと、自をあけて頭をもたげ、口をあけて吠える

ようにして威嚇する O 隣同士でいさかいをするも

のや皮膚が生え替わるために下半身色が変わって

いるものなど、その生活の状態は様々だ。そ

は見渡せる遥か波打ち際までいるの」、

なるであろう G

プンタデルガタを出て ノレトピラミッドに

かう O

まった

してきて

フO

て、そ

なめてみると、

湖はもう一つ

ゴスに千子く

を出て

、夕、9

00  '- m で、

でできたものらしいとい

られ、

に甘し

ここよりも

に降り

っていたが、

るという O リ

ノレトピラミッド

タデノレガタからプエルトピラミッドま

ンノ〈ンウニ?)

ン..I 

ったのだ。

になっていた。

い土-0 このことからこ ン

るO

ミク ブ た まっ いて、る時期が lカ月ほど早け

ここの滋からホエール@ウォッ

ひっそりとしていて、 2

るということ C 

ン

ルトピラミッド 1 

31毘

トレリュ一

日

5 

ルや午罰 8

ら

るO

ンタトン

l 

イト

つ 〉 け るO

トレリュー(人 ，000人)の ノレに しユ，'-0 

し くと、 と同じよう

(Punta Tomg) るマ ランペン

り 、 ウィンレア

るという るという O

つ いるとき ると 10 アナコ
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がこちらを見ているのが見えた。ここ

民で、溶岩台地の端の海に望むところで、ゲイト

の脇にペンギンの観察を続けている 2人の米人婦

人の住む家があり、そこで手続きをし

入る o J 降りて概の中に入ると、

ランペンギンが目につく O ペンギ

め海と巣穴を往復するルートは決まっていて、

こを横切る時は、ペンギンの通行を妨げ

ないようにし、おどかさないよう

になっている O

ること

はイブキのような葉の濯木が生え

おり、その根元や枝の下にカップ状のくぼみ、深

い横の穴、濯木の関には浅い椀型の穴の巣があり、

多くの巣には「ひなjが、また、

るものもあった。また、濯木の間に fひなJだけ

まって fひなたぼっこjしていた。一つ

穴に親をはさんで南側に「ひなJが入っ

のがあった。このようなことは珍しく、

く

ているが、

いという O

られるため、 1

タトンボ)

5 ンベ タトンボ)

海に面した台地の先端からペンギンの通路の行く波打ち際を見下ろすと、ペンギンが浜に群がり、

海に入って波間に巧みに泳いで餌取りをしているものが多数いた。また、反対側の浜にも同じような

ペンギンの生態が展開されていん O

この地点から陸側を振り返れば主義か数 km先の台地上ま

にペンギンの姿がみられた。ここのペンギンの数は 150万羽といわれ、

して、その間にゴマ粒のよう

9月にはオスだけが上陸

し、巣穴を掘るなどして巣を整備するとメスが上陸する O そしてオスは

半月後にメスは卵を 2-3f国産み、オス、メス交代で抱卵し、ひな

っしメスを呼び

3月の終わりから 8月の間(冬)はさらに暖かいところ、リオデジャネイロ沖に移動するという O

マゼ、ランペンギンの親は体長約 70cmで、首から胸にかけて 2本の黒い輪があるのが特徴である O

はイカや小魚、で、夕方になると巣に戻って、待っている「ひなJに食べさせる o rひなJ

と少しうすい色の腹をもち、親が海から帰ってくると、親の吐き出した消化し

らう O ペンギンの天敵は生餌を食べるカモメ類で卵や「ひなjを親が海へ行っているすきに襲うとい

うO ペンギンは世界に 17種いるが、南半球だけに生息し、マゼランペンギ、ンはここにしかいない。

海岸の台地で足元を見ると、玄武岩の露頭に碧玉の脈が入っていた。
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ペンギン科 Spheniscidae

1 . Apt伎lodytes

コウテイペンギン forstεri 大型、

オウサマペンギン A. patagonica 大型、亜南極の諸島

2 . Pygoscelis 

アデリーペンギン P.adeliae 

ゼンツーペンギン P.p註pua

ヒゲペンギン 註ntarctica

3 . Eudyptes 

ピクトリアペンギン pochyrhynchus 

シュレーターペンギン achlateri 中型、

イワトゼペンギン ιcrestatus 中根、 万

ジーランド

(ニュージーランド海域)

(万、大西洋の一部)

スネブアー

マカロニペン

口イアルペン

4. M己gadyptes

グランドペン

5 . Eudyptula 

コピトペン ン

ンギン robustus 

ン E.chrysolophus 

ン ιschlegeli

スネブァー

インド洋)

(ニュージーランド海域)

ン antipodes シ)
いト
eン一ブ

J
V
J
 

ユ

小型、ニュージーランド、オーストラリア

albsignata 小型、ニュージーランド

demersus 中盤、南アフリカ

S. humboldti 中型、ペルー~アルゼ、ンチ

magellanicus 中型、チリ南部~アルゼンチン南部

mendiculus 中型、ガラパゴス

。口千アルペンギンとマカ口ニペンギンは同種とすることがある O

(グランド

マガイコ トペン ン

6. Sphenincus 

ケー ン ン

ブンボルトペン ン

マゼ、ランベンギン

ガラパゴスペンギン

マゼランペン ン つ 、 11 ンタトンボ トレリュー り、近郊のガ

イマン (Gaiman)ヘウエールス た。ガイマンは ニt~ー トJflのほとりに り、ウェ

ルス ブ ま られる しユ るO

ウェーノレス というの とコーヒー であっ O レストランの

った。

トレリュー が、(前もっ して つ が) して

い丈?O ここ 3 るとリ ブレットに審かれてい

O の と、トレリュ き、 5 ノス イレス し入
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約 40 ノスアイレス@アエロノりレケ /レに向かった。

l自

ホテル ら午前日時 55分、便でイグアスに向かう O 約 40 の飛行

で、緑に囲まれたうテライト(テラ@ロッサ)の千グアス空港に到着。パスに乗り、国境のポンテク

ンロード橋千誠えてブラジル偲に入り、昼食をとり、そしてブラジル側のイグアス国立公闘に入った。

る遊歩道を行くと、次々に小さな滝が現れ、滝の掘はアノレゼンチン側

て約 4kmあり(ナイアガラ

が占め、滝は多くの部分は 2

部は堆積岩で、その上に

から見ると、アルゼン

り、そのうちの 80%がアルゼ、ンチン側

は 10~100 m近くあり可この滝の下

っしいるという O

てックに、大小の白い帯を 2段@

は徐々に上りとなり、谷は深くなり、

ゴムボートがしぶきを洛びながら上流にある滝に向かつ

られた。遊歩道の棚の所に 2匹のアライグマがいて観光

3段に掛け

O 

て進んで、いたO

客から鰐をもらっ

ンチン側へ戻り、

た。イグアス

Jf[ 

らエレベーター り、 ノてス ってアルゼ

ラ9

L叩

ヵヨ、

しぶき

された。イグアス JI [ 

しており、水から出ている

いるが、水面下の部分

出ているので黒色に見

はガス穴

ところもあっ ι 。

水力によっ

きたポットホール小石が回転して、 え」

ら々 VI<...0 

イヲ2日イ

ホテルの窓からイグアス

く本しぶ、きが上がってい 1<...0 
ット 自
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てみると、小鳥が飛び、交い、高い木の上にはインコの群れが止まっていたO

午前 9時 50分、イグアス空港を後にして、パラナ}l1沿いに熱帯雨林の上を南に飛ぶ。雨林の所々に

赤いテラ@ロッサの裸地が見えた。さらに南に行くとパンパに入り、}I[の蛇行や農地と森などの織り

なすパッチ模様や広い緑の農地の中を一直線に伸びる赤い道などを眺めているうちに、プエノスアイ

レス@アエロパケノレケ空港に到着した。

昼食後、タンゴの発祥地ボカに行った。ボカ(河口の意味)はリアチュエロ河口にひらけた港町で、

今のブエノスアイレス港のできる以前にはヨーロッパからの船は、すべてボカに入港していた。この

港町に働く船や工場の労働者、船乗り、移民、輸出用の家畜や農産物を運んできたパンパの農民たち

を相手にしていた安酒場な していた。そのような所でヨーロッパのブオークダンスが変形し

た「ハパネラjのリズムがキューパから入って「ミロンガjが生まれ、さらに現地のインディオ

楽、アフリカの音楽(カンドンベ)の影響を受けて「タンゴjが生まれたという o 20世紀の初頭になっ

てドイツからバンドネオンが輸入され、タンゴの演奏に加わり、タンゴに華やかさと幅を与えて、な

くてはならない楽器となり、全盛時代を迎え、ヨー口ツパにアルゼンチンの楽団が進出して喝采

けて、ヨーロッパでもタン されるようになった(コンチネンタルタンゴ)。

を の並ぶボカのカミニート っしい

た。

こで働く人な

いう聞

も の2階がボカ

ィンという人がいた。彼は毎日のよう

がこもっていたので、人々の日にとまり、あっと

は故郷ボカに病院、小学校、幼稚罷などを作った。

っしいるという O カミニート っている

ちは、いつの自にか自分もキンケラ@マノレティンのような有名な画家になりたい、と努力していると

いう O タンゴの名曲「カミニート(小径)Jの作曲者のフィルベルトはここの生まれで、彼の肖橡やレ

リ ブ り あっ 1'-

ボカ し八四 コやマーラをまの り O 

午後 50 メキシコ@シティ O 

8 シティに し1'-0 

明かりの中 出 ロサンゼノレスに向かっ

メ シコ カリフォノレー ら

南北性の o JC;¥らくサンアンドレアス

分で 2， ン G時 10

2 

号。): 

ランド
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